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組
合
等
の
動
き （
Ｉ
Ｔ
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
）　

２
〜
３

中
央
会
か
ら
の
お
知
ら
せ （
県
制
度
融
資
に
つ
い
て
）　

４

海
外
レ
ポ
ー
ト （
上
海
）　

５　

六
月
の
景
況
調
査　

６

活
路
開
拓
事
業 （
取
り
組
み
内
容
の
紹
介
） ／
支
所
だ
よ
り　

７

事
務
局
だ
よ
り　

８
〜
９　

二
〇
〇
五
暑
中
見
舞
広
告　
　

〜　
１０

１５

　

七
月
一
日
か
ら
八
月
末
ま
で
、

多
治
見
市
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
「
土
と
炎
の
国
際

交
流
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
『
国
際

陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃

　

』
が
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ

’０５

れ
て
い
る
。

　

中
心
と
な
る
「
国
際
陶
磁
器
展
美
濃
」
は
、
今
回
で
七
回

目
を
迎
え
世
界
で
最
も
権
威
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
定
着

し
て
お
り
、五
十
一
の
国
と
地
域
か
ら
約
千
九
百
点
が
出
品

さ
れ
、入
賞
・
入
選
作

品
二
百
二
十
点
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。そ
れ

ら
の
作
品
の
す
ば
ら

し
さ
に
は
圧
倒
さ
れ

る
感
が
あ
る
が
、
産
業
振
興
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
大
き
な
目

的
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

美
濃
焼
産
業
の
振
興
の
た
め
に
は
、 デ
ザ
イ
ン
力
の
向
上

や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に
よ
る
製
品
の
高
付
加
価
値
化
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 デ
ザ
イ
ン
部
門
と
陶
芸

部
門
か
ら
な
る
陶
磁
器
展
が
、 地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、 美

濃
焼
の
デ
ザ
イ
ン
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
過
去
の
陶
磁
器
展
受
賞
者

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
と
地
元
メ
ー
カ
ー
、地
元
商
社
が
協
力
し
、

新
商
品
の
開
発
・
販
売
を
行
う
「
デ
ザ
イ
ナ
ー　

イ
ン
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
」（
会
期
中
、
新
開
発
商
品
を
展
示
）、
新
し
い
食
文
化

を
提
案
し
好
評
の
う
ち
に
三
回
目
を
迎
え
る
「
テ
ー
ブ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」（
八
月
十
三
日
か
ら
会
期
中

入
賞
作
品
を
展
示
）
も
行
わ
れ
、
課
題
で
あ
る
高
付
加
価
値

化
に
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
七
月

二
十
七
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で
特
色
あ
る
窯
元
の
商
品
の

展
示
即
売
会
を
、
県
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合
連
合
会
で

は
、会
期
中
の
土
・
日
・
祝
日
を
中
心
に
美
濃
焼
特
選
市
を

そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
陶
の

国
新
商
品
発
表

会
」、「
美
濃
焼
を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
」
等
も
行
わ

れ
る
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
取
り
組
み
が
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
美

濃
焼
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
十

五
万
人
も
の
人
が
陶
磁
器
文
化
に
触
れ
親
し
む
こ
と
だ
け

で
も
意
味
の
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
期
間
、セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
内
に
あ
る
現
代

陶
芸
美
術
館
で
は
、「
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
展
」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名

窯
〜
王
侯
貴
族
の
愛
し
た
う
つ
わ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
併
せ
楽
し
み
な
が
ら
、
気
に
入
っ
た
美
濃

焼
の
う
つ
わ
を
買
う
の
も
気
の
利
い
た
休
日
の
過
ご
し
方
。

ど
う
ぞ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

美
濃
焼
の
振
興
に
も
効
果

〜
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
〜

�
…
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃　
　
【
平
成
十
七
年
七
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日
】

’０５

主な記事
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�
…
７
月
は
�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
強
調
月
間
で
す
。
統
一
標
語
「
ふ
れ
あ
い
と　

対
話
が
築
く　

明
る
い
社
会
」

　

岐
阜
県
菓
子
工
業
組
合（
北
野
茂

樹
理
事
長
）は
、『
組
合
等
自
主
研
修
事

業
』を
活
用
し
、「
菓
子
製
造
技
術
の
向

上
〜
夏
向
け
菓
子
の
研
究
〜
」を
テ
ー

マ
に
、技
術
研
修
会
を
六
月
二
十
二
日

に
�
香
梅
の
六
条
工
場
で
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、食
の
人
間
国
宝
、現
代

の
名
工
な
ど
を
受
章
さ
れ
た
�
本
松

葉
屋
の
西
尾
智
司
取
締
役
会
長
を
招

聘
し
、卓
越
し
た
技
術
を
学
ん
だ
。

　

和
菓
子
は
夏
場
に
苦
戦
す
る
た
め
、

そ
の
対
策
と
し
て
こ
の
時
期
に
企
画
さ

れ
、夏
向
け
の
お
菓
子
を
十
種
類
作

成
し
た
。西
尾
氏
は「
従
来
使
っ
て
い
な

か
っ
た
材
料
な
ど
を
使
用
し
、柔
軟
な

発
想
で
新
商
品
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。消
費
者
は
食
感
や
季
節
感
を
重

視
し
た
お
菓
子
を
好
む
」と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　

研
修
会
に
は
県
内
各
地
か
ら
組
合

員
約
百
人
が
受
講
し
、菓
子
の
製
造

過
程
を
レ
ジ
メ
に
書
き
込
む
姿
が
多

く
見
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
ヒ
ン
ト
を
得
ら

れ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
受
講
者
の
中
に
は
「
日
本

一
の
技
術
を
目
の
当
た
り
に
し
て
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
日
本
一
の
お
菓

子
屋
を
目
指
し
た
い
」
と
話
す
若
者

も
現
れ
、
今
後
の
業
界
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
。

I
T
活
用
事
例
な
ど
を
発
表

宮
地
新
会
長
が
あ
い
さ
つ

「
現
代
の
名
工
」の
技
術
を
学
ぶ

自
主
研
修
事
業
・
県
菓
子（
工
組
）

Ｉ
Ｔ
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

岐
阜
県
可
児
工
業
団
地　
（協）

　

岐
阜
県
可
児
工
業
団
地
協
同
組
合

（
加
藤
千
雄
理
事
長
）
は
、
六
月
二
十

四
日
に
組
合
会
館
で
�
ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
と
共
催
で
、
Ｉ
Ｔ
経
営
応

援
隊
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
堂
に
会
す
る

県
内
初
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
中
部
Ｉ

Ｔ
経
営
応
援
隊
ぎ
ふ
事
業
「
Ｉ
Ｔ
戦

略
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

経
済
産
業
省
が
推
進
す
る
中
部
Ｉ

Ｔ
経
営
応
援
隊
は
、
企
業
経
営
者
が

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
経
営
革
新
や
競
争

力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
企
業

を
支
援
す
る
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
サ

ポ
ー
タ
ー
に
は
、
㈱
イ
ン
フ
ォ
フ
ァ
ー
ム
、

㈱
電
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
県
内
か
ら
も

多
数
の
企
業
が
参
画
し
て
い
る
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
Ｉ
Ｔ
を

経
営
に
生
か
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
八

社
か
ら
活
用
事
例
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
が
発
表
さ
れ
、
企
業
が

取
り
組
め
る
情
報
技
術
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
が
な
さ
れ
た
。

大
垣
市
・
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
と
連
携
を
強
化

岐
阜
県
印
刷
工
業
組
合
・
西
濃
支
部

　

県
情
産
協
が
総
会
開
催

（社）
新
会
長
に
宮
地
氏
就
任

　

岐
阜
県
印
刷
工
業
組
合
・
西
濃
支

部
は
、 Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
県
立
情
報
科
学

芸
術
大
学
院
大
学
・
県
立
国
際
情
報

科
学
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
）
と
大
垣
市

と
の
間
で
、
三
者
協
定
を
締
結
し
た
。

　

調
印
式
は
、
六
月
三
日
に
大
垣
市

領
家
町
の
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
で
あ
り
、
大

野
雅
晟
西
濃
支
部
長
、
横
山
正
学
長
、

小
川
敏
大
垣
市
長
が
出
席
し
、
協
定

書
に
署
名
し
た
。

　

こ
の
締
結
に
よ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ

が
持
つ
最
新
の
知
識
や
技
術
を
組
合

員
企
業
に
提
供
す
る
ほ
か
、
情
報
技

術
と
芸
術
を
結
合
し
た
新
た
な
印
刷

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
印
刷
に
お
け
る

様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て
共
同
で
研

究
す
る
。

　

ま
た
、
組
合
員
企
業
は
、
Ｉ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｓ
の
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
で

受
け
入
れ
、
人
的
交
流
も
促
進
し
、

若
手
の
育
成
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

社
団
法
人
岐
阜
県
情
報
産
業
協
会

（
辻
正
会
長
）
は
、
六
月
十
七
日
に

岐
阜
市
長
良
福
光
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

岐
阜
ホ
テ
ル
で
「
平
成　

年
度
第
１

１７

回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
書
な
ど

三
議
案
に
続
い
て
、
定
款
一
部
変
更

に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
期
に

あ
た
り
、
新
会
長
に
宮
地
正
直
副
会

長
が
選
任
さ
れ
、
辻
正
会
長
は
名
誉

会
長
に
就
任
し
た
。
宮
地
新
会
長
は

「�
共
に
先
進
�
を
モ
ッ
ト
ー
に
魅
力

あ
る
業
界
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

駄
知
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合（
加

藤
征
吾
理
事
長
）は
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅

に
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
工
房
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
」で
、六

月
十
六
〜
二
十
九
日
ま
で「
駄
知
丼

鉢
あ
れ
こ
れ
」を
開
催
し
た
。

　

九
軒
の
窯
元
が
約
百
点
を
展
示
販

売
し
、「
丼
の
街
」
を
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、

中
華
・
ベ
ト
ナ
ム
料
理
な
ど
に
マ
ッ

チ
し
た
食
器
一
式
も
提
案
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
で「
駄
知
丼
鉢
あ
れ
こ
れ
」を
開
催
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�
…
７
月
１
日
〜
７
日
は
、全
国
安
全
週
間
で
す
！　
『
ト
ッ
プ
の
決
意
と
み
ん
な
の
創
意　

リ
ス
ク
を
減
ら
し
て
進
め
る
安
全
』

地
球
環
境
技
術「
愛
・
地
球
賞
」を
受
賞
！

上
之
保
国
産
材
加
工　
（協）

Ｇ
Ｌ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

21

県
食
品
産
業
協
議
会
が
総
会
を
開
催

岐
阜
眼
鏡
士
認
定
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト

外
国
人
研
修
生
及
び
技
能
実
習
生

適
正
な
受
入
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
学
ぶ

説
明
に
耳
を
傾
け
る
受
講
者

要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明

新
高
卒
者
に
働
く
場
の
提
供
を

県
高
等
学
校
協
会
長
が
要
望

　

現
在
開
催
中
の「
愛
・
地
球
博
」で
は
、

地
球
環
境
問
題
の
解
決
と
人
類
・
地

球
の
接
続
可
能
性
に
貢
献
す
る
百
の

地
球
環
境
技
術
を
選
定
し
、「
愛
・
地

球
賞
」
を
授
与
す
る
こ
と
と
し
、
県
内

か
ら
は
上
之
保
国
産
材
加
工
協
同
組

合
（
藤
村
進
理
事
長
）
と
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
フ（
G
L
）　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
加
藤

２１

誠
二
代
表
）が
選
出
さ
れ
た
。

　

上
之
保
国
産
材
加
工
�
の
「
接
着

剤
を
用
い
な
い
環
境
に
優
し
い
木
質
新

素
材
バ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
の
開
発
」
は
、

�
木
材
資
源
を
活
用
す
る
た
め
の
技

術
�
の
分
類
で
受
賞
。間
伐
材
な
ど
低

品
質
材
を
高
品
質
材
に
改
質
す
る
技

術
が
評
価
さ
れ
、万
博
会
場
内
の
遊
歩

道
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｌ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

２１

「
焼
き
物
の
資
源
循
環
化
技
術
の
確

立
と
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
及
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
に
つ
い
て

�
資
源
の
有
効
利
用
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
の
技
術
�
の
分
類
で
受
賞
。

内
容
は
、
使
用
済
み
の
廃
食
器
を
破

砕
し
、
再
生
原
料
と
し
て
通
常
全
体

の　

％
程
度
を
配
合
（
一
部
の
成
形

２０

方
法
で
は　

％
を
実
現
）
し
、
新
た

９０

な
陶
器
を
製
作
す
る
器
か
ら
器
へ
の

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
で
、
生
産
地
と
消

費
地
の
企
業
、
流
通
、
自
治
体
、
市

民
団
体
の
連
携
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け
て
の
活

動
が
評
価
さ
れ
た
。

　

な
お
表
彰
表
は
九
月
一
日
に
行
わ

れ
る
予
定
。

　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
（
安
江

政
弘
会
長
）
は
、
六
月
九
日
に
「
第

　

回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
た
。

２９
　

平
成
十
六
年
度
事
業
の
報
告
、
平

成
十
七
年
度
の
事
業
計
画
等
の
各
議

　

岐
阜
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
木

方
伸
一
郎
理
事
長
）
は
、
六
月
二
十

七
日
に
岐
阜
市
橋
本
町
の
ぱ
る
る
プ

ラ
ザ
岐
阜
で
、「
岐
阜
眼
鏡
士
認
定
講

習
会
第
二
学
年
開
講
式
」
を
開
催
し

た
。

　

今
年
は
二
学
年
目
で
、
来
年
の
講

習
ま
で
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、

岐
阜
眼
鏡
士
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

　

中
央
会
で
は
、
当
組
合
に
対
し
、

専
門
の
技
術
と
知
識
を
も
っ
た
技
能

者
を
育
成
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
岐
阜
眼
鏡
士
認
定
制
度
を

行
っ
て
い
る
。　

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
承
認
。

　

本
年
度
も
、
県
内
食
品
産
業
振
興

の
た
め
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等

へ
の
参
画
、
研
修
会
事
業
な
ど
積
極

的
な
事
業
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、
県
内
約
百
組

合
で
実
施
さ
れ
て
い
る
外
国
人
研
修

生
受
入
事
業
の
適
正
な
運
営
に
資
す

る
た
め
、
六
月
二
十
三
日
に
岐
阜
市

市
橋
の
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
で

「
研
修
生
受
入
組
合
運
営
研
修
会
〜

外
国
人
研
修
生
及
び
技
能
実
習
生
の

適
正
な
受
入
れ
事
業
に
つ
い
て
〜
」

を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
二
部
構
成
で
実
施
し
、

第
一
部
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生

の
適
正
な
常
務
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、

岐
阜
労
働
局
の
担
当
者
か
ら
説
明
。

　

続
い
て
、
第
二
部
で
は
「
在
留
資

格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
に
係
る
審

査
方
針
」
と
題
し
、
法
務
省
名
古
屋

入
国
管
理
局
担
当
者
か
ら
研
修
生
の

受
入
れ
に
あ
た
っ
て
整
備
す
べ
き
要

件
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
適
正

な
研
修
の
実
施
に
努
め
る
よ
う
促
し

た
。

　

会
場
に
は
九
十
名
余
り
の
県
内
の

外
国
人
研
修
生
受
入
組
合
の
役
職
員

等
が
出
席
し
、
外
国
人
研
修
制
度
の

適
正
な
運
営
に
努
め
る
た
め
、
最
後

ま
で
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

岐
阜
県
高
等
学
校
長
協
会
の
郷
峰

男
会
長
（
岐
阜
高
等
学
校
校
長
）
と

大
垣
工
業
高
等
学
校
の
石
井
正
志
校

長
が
、
六
月
二
十
七
日
に
岐
阜
県
中

央
会
を
訪
れ
、
高
校
卒
業
者
の
就
職

に
つ
い
て
依
然
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
る
と
し
て
、
将
来
を
担
う
若
者

の
働
く
職
場
の
提
供
を
求
め
る
要
望

書
を
大
野
嘉
弘
専
務
理
事
に
手
渡
し

た
。

　

そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

「
本
県
に
は
高
等
学
校
及
び
盲
・
聾
・

養
護
学
校
を
卒
業
後
直
ち
に
就
職
を

希
望
し
て
い
る
生
徒
が
多
数
お
り
、

優
秀
な
人
材
ば
か
り
で
す
。
将
来
を

担
う
若
者
に
働
く
場
を
提
供
し
て
頂

き
ま
す
よ
う
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご

配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

　

組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。



　岐阜県では、中小企業経営者等の資金繰りを支援するため、県内金融機関と県信用保証協会と連携して、担
保や保証人を必要としない資金など、新たに２資金を創設した。
①　ぎふ無担保スピード資金：中小企業者の円滑な資金調達を促進するための無担保・無保証人資金
②　売掛債権担保活用資金：資金調達の多様化を図るため、不動産担保や保証人に依存しない売掛債権を担
保とした資金。

　詳細につきましては、本会をはじめ、県内金融機関の本支店、市町村、商工会議所及び商工会に設置してあ
るチラシをご覧ください。
　なお、申込窓口は県内金融機関となりますが、金融機関や県信用保証協会の審査があり、ご希望に添えない
場合もございます。

　★お問い合わせ先
　 　○県庁経営支援室　�０５８ （２７２） １１１１（内線３０７６）
　 　○ホームページ　　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s１１３３２/yuushi.html

ぎふ無担保スピード資金のポイント 
　岐阜県、岐阜県信用保証協会、金融機関の三者が連携して、一定の要件を備えた県内中小企業の皆様へ、無
担保・無保証人（法人の場合は代表者の保証が必要）の迅速な融資が可能なシステム。
 【対象となる方】
　次の要件を全て満たす中小企業の方
　①　県内での１年以上事業歴がある方　　②　申込み金融機関との正常な与信取引がある方
 【融資の概要】

売掛債権担保活用資金のポイント 
　中小企業の皆様が取引先に対して有する売掛債権を担保として、金融機関から短期事業資金が受けられる資金。
 【対象となる方】
　次の要件を全て満たしている中小企業の方
　①　県内での１年以上事業歴がある方　　② 事業者に対する売掛債権を有する方
 【対象となる売掛債権】
  　売掛金債権、割賦販売代金債権、運送料債権、診療報酬債権、工事請負代金債権、その他の報酬債権
 【融資の概要】

岐阜県制度融資

ぎふ無担保スピード資金、売掛債権担保活用資金を創設
（県からのお知らせ）
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�
…
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動　

実
施
期
間
７
月　

日　

〜
７
月　

日　

１１

（月）

２０

（水）
「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で
夏
の
交
通
事
故
防
止
」【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

運転資金、設備資金資 金 使 途
５，０００万円　※但し、直近決算における平均月商の２ヶ月以内融 資 限 度 額
運 転 資 金：５年以内（据置 ６ヶ月以内）
設 備 資 金：１０年以内（据置 １年以内）融 資 期 間

金融機関所定利率融 資 利 率
年 １．３５％以内信 用 保 証 料
不　要担 保
保証人なし（法人の場合は代表者の保証が必要）保 証 人

事業資金（運転資金、設備資金）資 金 使 途
５，０００万円　※但し、保証限度額は４，５００万円（保証割合９０％）融 資 限 度 額
個　別　型：６ヶ月以内
根 保 証 型：１年融 資 期 間

年１．４％融 資 利 率
年０．８％信 用 保 証 料
申込人の有する売掛債権を譲渡担保とする担 保
保証人なし（法人の場合は代表者の保証が必要）保 証 人
担保とした売掛債権の支払期日に一括返済返 済 方 法
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�
…
高
度
化
融
資
の
貸
付
利
率
が
、〇
・
八
〇
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
制
度
内
容
等
は
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構（
℡
〇
五
二

－

二
〇
一

－

三
三
〇
三
）ま
で

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

１．上海市のソフトウエア産業の概況
　上海市は中国政府が認定した１１の国家ソフ
ト産業基地の一つであり、また、６つのソフト
輸出基地の一つでもあり、国の産業政策におい
て、税制面等の優遇制度を通じて、情報化産業
の育成、集積を図っている。また、社会全般の
情報化の進展に伴い、近年、上海市ソフト産業
は急速に発展している。
２００３年の中国ソフト産業の売上高は約２兆円、
うち、上海市は約２,６００億円、中国ソフト産業
の輸出高は約２,２００億円、うち、上海市は約２９０
億円、上海市は中国において売上、輸出ともに
北京、深セン市に次いで第３位であるが、増加
率は最も大きい。
上海市の輸出のうち、対日の輸出額は全体の
６０％以上に達し、輸出形態も、単純な日本から
の加工業務を請け負うほかに、中国企業が独自
開発したソフト製品の輸出も始まっている。
２．岐阜県の取り組み
　岐阜県は県内ソフトウエア企業と中国ソフト
ウエア企業のビジネス連携、対日（岐阜県）投
資の促進の観点から、中国ソフトウエア企業等
との連携を進めている。県情報産業室長が昨年
８月に理工系大学のトップクラスである上海交
通大学訪問したのを皮切りに、上海市及び周辺
の中国ソフトウエア企業との面談、今年３月に
は中国ソフトウエア企業９社を岐阜県へ招聘し、
ソフトピアジャパン進出企業等との商談、岐阜
県の投資環境の説明、４月には県内ソフトウエ
ア企業等で構成する「上海・香港ITビジネスチー
ム」が上海と香港で中国ソフトウエア企業と商
談、展示会への出展を実施した。その後も日中
企業間で具体的な協議が進んでいる。

３．課題
　日本企業がソフトウ
エア開発をする際の課
題は、「コスト削減」、
「人材不足」、「技術の
向上と蓄積」である。
その解決策として、開
発業務のアウトソーシ
ング先として高い技術
力を持つ中国ソフトウ
エア企業へ日本企業の
関心が高まっている。
こうしたアウトソーシングにも課題がいくつか
上がっている。発注先の資質、仕様書の理解の
くい違い、日本的ビジネス感覚の不足などから
日本側が期待する品質、納期が確保できない場
合があること、人民元の切り上げ、中国の人件
費の上昇等により、コスト削減の効果が減少す
る可能性があること、資質が高く、実績もある
中国（受注）ソフトウエア企業側は、長期的に
安定的な受注量が期待できる日本企業を優先す
る傾向となっており、新規に発注先を探す日本
の中小企業にとって、優良な発注先を確保する
ことが難しくなっている。
４．今後の展開
　ある民間企業の予測によれば、日本から　中
国へのソフトウエア開発のアウトソーシングは、
今後４年間で４倍になると見込んでいる。先日、
中国ソフトウエア企業幹部との面談においても、
日本側のコスト削減、人材不足の問題、中国側
の経営努力を行えば、今後も日中間ビジネスは
発展すると予測している。経営努力の具体的な
ものとして、優秀なブリッジ SE（両国のビジネ
ス習慣を熟知し、間に立って円滑に業務を進め
られる SE）をはじめとする人材育成、人件費の
安い内陸都市への開発業務の一部移転をあげて
いる。
　日本側も中小企業個々では、安定的な発注量
が確保できない場合、複数の企業による共同発
注、ソフトウエア関連団体等による発注のとり
まとめなどができればと期待している。
　岐阜県と中国のソウトウエア産業でビジネス
連携が進展すれば、その先には、中国ソウトウ
エア企業がソフトピアジャパン等にビジネス拠
点の窓口を設置する日も遠くないと信じている。

日中企業間のビジネス連携　　　
　　　　　　　　　　～ソフトウエア産業～

上海駐在員　塚原　雅巳

今年４月上海で開催しました日中 IT企業による懇談会

（５）
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６月景況調査

四
月
以
降
、
一
進
一

退
の
状
況
が
続
い
て

お
り
、
当
月
は
先
月
の

大
幅
な
改
善
に
続
き
、

概
ね
横
這
い
の
緩
や

か
な
改
善
の
動
き
と

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
六
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

〔
六
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
悪
化
幅
縮
小
、
②
原
材

料
、
原
油
高
等
の
コ
ス
ト
増
か
ら
先
行
き
不
透

明
感
強
ま
る
―
と
な
っ
て
い
る
。

六
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
る
と
、
好
転
７
ポ
イ
ン
ト
、
悪
化
３２

ポ
イ
ン
ト
で
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス

ポ
イ
ン
ト

２５

と
な
り
、
前
月
の
マ
イ
ナ
ス

ポ
イ
ン
ト
に
対

２６

し
、
１
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
っ
た
。

な
っ
て
い
る
。

改
善
の
要
因
は
、
好
転
の
増
加
で
は
な
く
、
悪
化

か
ら
不
変
へ
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
依
然
低
水
準
で
あ
り
中
小
企
業

の
景
況
は
停
滞
感
が
根
強
く
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

万
博
の
予
想
以
上
の
効
果
に
よ
り
旅
館
等
の
一
部

業
種
で
好
調
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
、
依
然
と
し
て

消
費
の
低
迷
や
、
公
共
事
業
の
縮
小
、
原
材
料
・
原

油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
利
益

を
確
保
で
き
な
い
な
ど
、
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明

感
を
訴
え
る
声
が
多
く
出
て
い
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（６月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
△△△▲△○石　 　 灰
△△△△△○生 コ ン ク リ ー ト
――――――砂 利 生 産
▲△△▲▲▲砕 石 生 産
△○△△○○鋳　 　 物
△△△△▲△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
△△△▲△○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
△▲△△△▲可 児 工 業 団 地
○○○○○○金　 　 型
▲△△△▲△電 気 機 械 器 具
△△△△▲△輸 送 用 機 器
▲△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売（飛騨地区）
△△△▲▲○電 設 資 材
△△△▲▲△陶　 磁　 器
○▲△○○▲機 械 ・ 工 具 販 売
△△△▲△▲青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
○△△△▲○家 電 機 器 販 売
▲△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○△△△▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△△△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲▲△▲▲▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐
○△△△○△食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲△▲菓　 　 子
△△△△△▲米　 　 菓
○△○△△○寒 天 水 産
△△▲△▲▲製 麺
▲△▲▲▲▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△△毛　 織　 物
▲△△△△△合 成 繊 維 織 物
△△△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲△▲婦 人 ・ 子 供 服
▲△△▲△▲縫　　 製（既製服）
△△△△△○製　 　 材
▲△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△△△▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△▲△△特　 殊　 紙
▲△△△△△紙　 加　 工　 品
△△△△△△印　 　 刷
△△△○○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲▲△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△岐 阜 市 商 店 街
△△△○△○大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△△△恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△○自 動 車 車 体 整 備
△△△▲▲△自 動 車 タ イ ヤ 整 備
△△○○△○長 良 川 畔 旅 館
――――――下 呂 温 泉 旅 館
▲△△▲▲▲高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△▲映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△△▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
▲△▲▲○▲土木・建築（羽島地区）
▲△▲▲▲△建築（各務原地区）
△△▲△△△鉄 構 造 物
――――――電 気 工 事
――――――管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲△△○木 製 建 具
▲△▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△△▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲△△○軽 運 送

景
況
停
滞
感
が
続
く

先
行
き
不
透
明
感
強
ま
る

今
月
よ
り
会
員
の
皆
様
に
最
新
の
景
況
を
報
告
す
る
た
め
、
前
月

の
景
況
調
査
結
果
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
五
月
の
景
況

調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。



　

岐
阜
県
中
央
会
で
は
、『
第　

回
通

５０

常
総
会
』
で
ご
承
認
を
頂
き
ま
し
た

「
平
成
十
七
年
度
会
費
」
に
つ
き
ま

し
て
、
七
月
中
旬
に
、
文
書
に
て
会

費
の
ご
請
求
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

厳
し
い
経
済
環
境
の
折
、
誠
に
恐
縮

に
存
じ
ま
す
が
、
振
込
手
数
料
は
貴

組
合
に
て
ご
負
担
頂
き
、
九
月
末
日

ま
で
に
納
入
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
振
込
依
頼
書
の
振
込
金
受

取
書
を
も
っ
て
領
収
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
が
、
別
途
領
収
書
が
必
要

な
場
合
に
は
本
会
の
領
収
書
を
発
行

致
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
理
調
整

チ
ー
ム
（
〇
五
八

－

二
七
七

－

一
一

〇
〇
）
ま
で
。
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飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
hida@

chuokai-gifu.or.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
小
林
寛
司

廃
坑
地
下
千
メ
ー
ト
ル
の
楽
醸
酒

　

鉱
山
の
町
と
し
て
栄
え
た
飛
騨
市

神
岡
町
の
地
下
千
メ
ー
ト
ル
に
位
置

す
る
三
井
金
属
神
岡
鉱
業
所
の
廃
坑

で
、
Ｃ
Ｄ
か
ら
流
れ
る
音
楽
を
振
動

に
変
え
て
、
味
を
醸
成
さ
せ
た
楽
醸

酒
『
空
地
音
（
そ
ら
ち
ね
）』
が
出
来

あ
が
り
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
名
前
と

味
わ
い
が
左
党
の
人
気
を
集
め
て
い

る
。

　

こ
の
楽
譲
酒
は
、
神
岡
特
産
開
発

�
の
林
五
月
専
務
理
事
を
中
心
に
、

地
元
の
若
手
起
業
家
で
つ
く
る
会
社

が
企
画
し
、
販
売
し
て
い
る
。

　

楽
醸
酒
と
は
、
医
療
用
に
開
発
さ

れ
た
振
動
音
響
療
法
の
技
術
を
応
用

し
た
も
の
で
、
音
楽
を
振
動
に
変
え

て
酒
に
伝
え
る
と
、
液
体
の
分
子
配

列
が
よ
り
規
則
正
し
く
並
び
安
定
す

る
た
め
、
口
当
た
り
が
ま
ろ
や
か
に

な
り
飲
み
や
す
く
な
る
と
、
林
専
務

は
説
明
。

　

廃
坑
は
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の

小
柴
先
生
が
研
究
す
る
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
観
測
施
設
「
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ

ン
デ
」
と
同
じ
深
さ
で
、
五
十
メ
ー

ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

坑
内
は
年
間
を
通
し
て
気
温
十
四
度
、

湿
度
九
〇
％
と
一
定
し
て
お
り
、
酒

の
醸
造
に
は
最
適
な
場
所
と
な
っ
て

い
る
。
ラ
ベ
ル
に
は
「
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
の
波
動
も
受
け
た
」
と
あ
り
、
宇

宙
の
ロ
マ
ン
も
感
じ
さ
せ
る
。

　

空
地
寝
は
、
神
岡
町
の
酒
販
店
や

同
組
合
の
組
合
員
が
運
営
す
る
「
宙

（
ス
カ
イ
）
ド
ー
ム
神
岡
」
な
ど
で

販
売
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
左
党
に

は
嬉
し
い
話
で
あ
る
。

　

本
年
度
、
全
国
中
央
会
及
び
岐
阜

県
中
央
会
が
支
援
し
、協
同
組
合
い
び

石（
林
満
春
理
事
長
）と
岐
阜
県
イ
チ

イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
角
田
惇
会
長
）
が

「
中
小
企
業
活
路
開
拓
調
査
・
実
現
化

事
業
」に
取
り
組
む
。

○
協
同
組
合
い
び
石

　

当
該
組
合
は
、
全
国
唯
一
の
行
政

許
可
申
請
に
よ
る
河
川
か
ら
の
自
然

石
採
取
可
能
な
組
合
で
、
平
成
十
二

年
度
に「
地
場
産
業
か
ら
の
脱
皮
に
向

け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、平
成
十
四

年
度
に
は
策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

化
す
る
た
め
庭
園
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
の
試

作
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
試

供
求
評
を
行
い
銘
石
「
い
び
石
」
の
全

国
展
開
を
図
っ
た
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
環
境
問
題
に
取

り
組
み
、
い
び
石
の
持
つ
環
境
浄
化
機

能
を
物
理
的
に
証
明
し
、新
商
品「
エ
コ

ス
ト
ー
ン
」を
開
発
す
る
。

　

こ
の
エ
コ
ス
ト
ー
ン
と
は
、
自
然
石
を

加
工
し
、
苔
、
樹
木
、
草
花
を
組
み
合

わ
せ
、
水
の
浄
化
や
空
気
の
浄
化
機
能

を
促
進
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
商
品
で
、

実
現
す
れ
ば
、
製
品
の
持
つ
自
然
浄
化

機
能
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ

れ
た
河
川
に
蛍
が
も
う
一
度
帰
り
、

環
境
改
善
商
品
と
し
て
こ
れ
ま
で
の

市
場
と
は
異
な
っ
た
業
界
へ
の
販
路
や

新
分
野
の
開
拓
が
期
待
で
き
る
。

○
岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

当
該
グ
ル
ー
プ
は
、平
成
十
五
年
度

岐
阜
県
中
央
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

よ
り
地
場
産
業
組
合
等
の
連
携
に
よ
っ

て
組
成
さ
れ
た
異
業
種
組
織
で
あ
り
、

間
伐
材
を
利
用
し
た「
エ
ス
ウ
ッ
ド
」を

活
用
し
た
健
康
畳
、
ト
イ
レ
シ
ー
ト

（
木
質
便
座
）等
の
研
究
を
行
っ
て
き
た

が
、
試
作
品
の
評
価
が
良
好
な
た
め
、

今
回
そ
の
製
品
化
に
向
け
た
開
発
と

市
場
調
査
を
行
う
。

　

エ
ス
ウ
ッ
ド
と
は
、
同
グ
ル
ー
プ
の
中

核
で
あ
る
�
エ
ス
ウ
ッ
ド
が
開
発
し
た

商
品
で
、ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
木
片
を
チ
ッ

プ
化
し
、
そ
の
チ
ッ
プ
を
圧
縮
接
着
さ

せ
成
形
す
る
ス
ト
ラ
ン
ボ
ー
ド
で
、
使

用
す
る
接
着
剤
も
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
や
ト
ル
エ
ン
等
の
揮
発
性
有
機
化
合

物
を
全
く
含
ま
ず
、
人
体
に
安
全
で

あ
る
た
め
、住
宅
等
建
築
物
の
内
装
用

壁
材
や
床
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
ト
イ
レ
シ
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
、
地
元
高
校
デ
ザ
イ
ン

科
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て

お
り
、
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
育
成
に

も
寄
与
し
て
い
る
。

活
路
開
拓
事
業
に
二
組
合
等
が
採
択

　

い
び
石
／
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（協）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
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中
央
会
会
費
納
入
の
お
願
い

企業等 OBの知恵を活用！

�
…
人
事
・
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー「
超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
労
働
」他　

と
き
＝
平
成
十
七
年
八
月
二
日　
　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時　

と
こ
ろ
＝
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
本
館

（火）

･･･

★
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は 
  　
　

岐
阜
労
働
基
準
協
会
連
合
会　

�
〇
五
八

－

二
七
九

－

三
三
九
九　

�
二
七
九

－

三
三
七
五

（社）



　

岐
阜
県
中
央
会
で
は
、
創
立
五
十

周
年
記
念
式
典
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
席
上
「
中
央
会
長
表
彰
」

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
中
小
企
業
の
組
織

化
の
推
進
並
び
に
組
合
組
織
活
動
を

通
じ
、
中
小
企
業
の
発
展
に
貢
献
の

あ
っ
た
者
等
の
功
績
を
讃
え
る
も
の

で
す
。

　

会
員
組
合
か
ら
の
該
当
者
の
ご
推

薦
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、表
彰
者
の
推
薦
区
分
と
表
彰
基
準

　

そ
れ
ぞ
れ
の
推
薦
区
分
に
お
い
て

基
準
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る

こ
と
。

▽
組
合
功
労
者
＝
①
組
合
制
度
の
普

及
と
組
合
育
成
強
化
に
尽
く
し
、
そ

の
功
績
顕
著
と
認
め
ら
れ
、
他
の
範

と
す
る
に
た
る
者
②
組
合
の
現
役
員

で
あ
る
者
③
役
員
と
し
て　

年
以
上

１０

組
合
の
経
営
又
は
組
合
活
動
の
経
歴

を
有
す
る
者
④
組
合
員
の
信
頼
が
厚

く
、
人
格
、
識
見
が
と
も
に
優
れ
て

い
る
者

（
上
位
表
彰
を
受
け
た
者
は
該
当
と

し
ま
せ
ん
。）

▽
組
合
優
良
職
員
＝
①
組
合
業
務
の

遂
行
に
功
績
顕
著
と
認
め
ら
れ
、
他

の
範
と
す
る
に
た
る
者
②　

年
以
上

１０

の
勤
続
者
で
あ
る
者
③
責
任
感
が
旺

盛
で
あ
り
、
人
格
、
識
見
が
と
も
に

優
れ
て
い
る
者

▽
組
合
青
年
部
役
員
功
労
者
＝
①
組

合
青
年
部
が
岐
阜
県
中
小
企
業
青
年

中
央
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
②
組

合
青
年
部
の
育
成
強
化
と
組
合
の
事

業
推
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
顕
著

と
認
め
ら
れ
、
他
の
範
と
す
る
に
た

る
者
③
組
合
青
年
部
の
現
役
員
で
あ

る
者
④
組
合
青
年
部
に
５
年
以
上
在

籍
し
、
そ
の
役
員
と
し
て
２
年
以
上

の
経
歴
を
有
す
る
者
⑤
責
任
感
が
旺

盛
で
あ
り
、
人
格
、
識
見
が
と
も
に

優
れ
て
い
る
者

（
上
位
表
彰
を
受
け
た
者
は
該
当
と

し
ま
せ
ん
。）

▽
組
合
女
性
部
役
員
功
労
者
＝
①
組

合
女
性
部
が
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
②
組
合
女
性
部
の
育

成
強
化
と
組
合
の
事
業
推
進
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
顕
著
と
認
め
ら
れ
、

他
の
範
と
す
る
に
た
る
者
③
組
合
女

性
部
の
現
役
員
で
あ
る
者
④
組
合
女

性
部
に
５
年
以
上
在
籍
し
、
そ
の
役

員
と
し
て
２
年
以
上
の
経
歴
を
有
す

る
者
⑤
責
任
感
が
旺
盛
で
あ
り
、
人

格
、
識
見
が
と
も
に
優
れ
て
い
る
者

※
上
位
表
彰
と
は
、
過
去
、
組
合
法

施
行
・
団
体
法
施
行
、
中
小
企
業
基

本
法
記
念
式
典
及
び
中
央
会
創
立
記

念
式
典
等
に
お
い
て
岐
阜
県
知
事
、

中
部
経
済
産
業
局
長
（
中
部
通
商
産

業
局
長
）、
中
小
企
業
庁
長
官
及
び
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
者
を
言
う
。

二
、
推
薦
書
の
提
出
期
限

平
成
十
七
年
七
月
二
十
五
日　

必
着

（月）

三
、表
彰
候
補
者
の
年
数
等
の
基
準
日

平
成
十
七
年
十
月
一
日　
（土）

四
、
被
表
彰
者
の
決
定
通
知

平
成
十
七
年
九
月
上
旬
頃
を
予
定

五
、
そ
の
他

　

中
央
会
に
お
い
て
表
彰
候
補
者
の

選
考
を
行
い
ま
す
。
表
彰
に
要
す
る

経
費
の
一
部
は
、
被
表
彰
者
の
所
属

組
合
等
に
お
い
て
ご
負
担
（
被
表
彰

者
一
人
に
つ
き
五
千
円
）
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
初

旬
に
組
合
へ
郵
送
し
た
「
表
彰
の
推

薦
に
つ
い
て
」
で
ご
確
認
下
さ
い
。

ま
た
、併
せ
て
送
付
致
し
ま
し
た「
協

賛
広
告
の
掲
載
」
に
つ
き
ま
し
て
も

ご
検
討
頂
き
、
多
数
の
お
申
込
み
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
お
問
い
合
せ
先
＝
中
央
会
・
組
織

指
導
チ
ー
ム
（
〇
五
八
―
二
七
七
―

一
一
〇
一
）
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中
央
会
創
立　

周
年
記
念

５０

表
彰
候
補
者
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
！

組
合
士
協
会
が
総
会
を
開
催

大
野
専
務
と「
が
や
が
や
会
議
」も

官
公
需
の
受
注
確
保
と

適
正
な
下
請
取
引
関
係
を
推
進

　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士
協
会

 （
澤
野
美
得
会
長
）
は
、
六
月
三
日
に

「
第　

回
通
常
総
会
」
を
岐
阜
市
湊

２８

町
の
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
で
開
催
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
、
役
員

改
選
な
ど
五
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
と
併
せ
て
岐
阜
県

中
央
会
の
大
野
嘉
弘
専
務
理
事
と
の

「
が
や
が
や
会
議
」
も
行
わ
れ
、
組

合
の
現
状
報
告
や
中
央
会
へ
の
期
待

な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

　

な
お
、
正
副
会
長
は
次
の
と
お
り
。

▽
会
長
＝
澤
野
美
得
（
川
崎
岐
阜
�
）

▽
副
会
長
＝
加
納
幹
也
（
�
ケ
ー
エ

ス
ジ
ー
）、
横
山
照
雄
（
岐
阜
県
板
金

 （
工
組
））

　

中
央
会
で
は
、
組
合
の
健
全
な
発

展
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
組
合
士
制

度
の
普
及
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
試

験
日
は
毎
年
十
二
月
の
第
一
日
曜
日

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
中
央
会
・

組
織
指
導
チ
ー
ム
（
〇
五
八

－

二
七

七

－

一
一
〇
一
）
ま
で
。

　

本
年
度
も
、
部
会
の
基
本
的
な
事

業
活
動
で
あ
る
官
公
需
受
注
確
保
と

下
請
取
引
関
係
の
適
正
な
推
進
を
図

る
た
め
、
研
究
懇
談
会
の
開
催
、
情

報
収
集
及
び
提
供
な
ど
積
極
的
な
事

業
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

　

な
お
、
役
員
改
選
で
は
、
戸
島
一

博
部
会
長
が
再
選
さ
れ
た
。

　

岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会

（
戸
島
一
博
部
会
長
）
は
、
六
月
十

四
日
に
「
第　

回
定
会
」
を
県
民
ふ

２８

れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
事
業
の
報
告
、
平

成
十
七
年
度
の
事
業
計
画
等
の
各
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
承
認

さ
れ
た
。

組
合
士
協
会
・「
が
や
が
や
会
議
」



　

岐
阜
県
中
央
会
で
は
、「
建
設
業
連

携
支
援
事
業
」（
県
委
託
事
業
）
を
実

施
し
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
中

小
企
業
建
設
業
は
、
地
域
雇
用
・
地

域
経
済
の
担
い
手
で
あ
り
、
地
域
の

基
幹
産
業
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
公
共
事
業
の
減

少
や
消
費
低
調
傾
向
の
中
、
中
小
建

設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
会
で
は
、
中
小
建
設

事
業
者
に
と
っ
て
の
新
た
な
経
営
戦

略
と
し
て
、
協
業
化
・
組
織
化
及
び

新
分
野
進
出
に
つ
い
て
提
案
す
る
た

め
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
ま
す
。

一
、
中
小
建
設
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー

と
き
＝
平
成　

年
８
月
３
日
（
水
）

１７

①
講
演
・
説
明
会
の
開
催
（　

時　
１３

３０

分
〜　

時　

分
）
②
個
別
相
談
コ
ー

１５

３０

ナ
ー
の
設
置
（　

時　

分
〜　

時
）

１５

３０

１７

と
こ
ろ
＝
県
民
文
化
ホ
ー
ル
未
来
会

館
（
岐
阜
市
）
５
階
・
大
会
議
室

内
容
＝
『
中
小
建
設
業
、
生
き
残
り

の
道
は
こ
れ
し
か
な
い
！
』
セ
ン
ト

ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社 
代
表
取
締
役 
倉
見
康
一

氏
（
税
理
士
）
ほ
か

二
、
協
業
化
・
組
織
化
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
開
催

　

本
会
指
導
員
が
下
記
会
場
に
て
協

業
組
合
等
の
説
明
を
行
い
、
個
別
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、組
織
指
導
チ
ー
ム（
〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇
一
）
ま
で
。
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基
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イ
ン
ス
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か
ら
基
本
操
作
ま
で
〜　

受
講
料　

三
万
四
千
円　

平
成
十
七
年
九
月
六
〜
八
日

...................................

                                    ....................................

                                    .   【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

�
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三
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建
設
業
の
構
造
改
革
に
協
力

中
央
会
が
県
か
ら
受
託

注
目
さ
れ
る
個
人
情
報
保
護
法

う
ち
は
大
丈
夫
！
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

岐
阜
県
中
央
会
で
は
、
本
年
四
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
個
人
情
報

保
護
法
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と

中
小
企
業
者
の
取
る
べ
き
対
策
に
つ

い
て
研
修
会
を
実
施
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 【
東
濃
会
場
】

七
月
二
十
二
日　
　
　

時　

分
〜　

（金）

１３

３０

１５

時　

分　

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館

３０

 【
岐
阜
会
場
】

七
月
二
十
五
日　
　
　

時　

分
〜　

（月）

１３

３０

１５

時　

分　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

３０

 【
飛
騨
会
場
】

七
月
二
十
六
日　
　
　

時　

分
〜　

（火）

１３

３０

１５

時　

分　

高
山
市
民
文
化
会
館

３０

　

本
年
度
よ
り
岐
阜
県
中
央
会
へ
事

務
局
が
移
行
し
た
、
岐
阜
県
異
業
種

グ
ル
ー
プ
交
流
推
進
協
議
会
（
大
久

保
為
芳
会
長
）は
、「
第
一
回
理
事
会
」

を
六
月
七
日
、
ホ
テ
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ

ル
コ
で
開
催
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
、
役
員

改
選
な
ど
五
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
会
長
は
大
久
保
為
芳
（
岐

阜
テ
ク
ノ　

）、
副
会
長
に
は
谷
田
育

６２

子
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）・
小
椋
豊
（
Ｎ
Ｏ
Ｖ

Ａ　

）
の
三
名
が
再
選
さ
れ
た
。

’９５

　

続
い
て
「
理
事
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
合
同
会
議
」
を
開
催
し
、
現
況

の
異
業
種
交
流
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
一

歩
前
進
し
た
交
流
活
動
を
実
施
し
た

い
、
新
連
携
を
意
識
し
た
活
動
を
期

待
す
る
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

〈
八
月
中
〉

パ
ソ
コ
ン
研
修
【
エ
ク
セ
ル
実
践
】

５
・
９
日
（
高
山
市
）
／
【
エ
ク
セ

ル
マ
ク
ロ
】　

日
（
大
垣
市
）・　

日

１１

２３

（
高
山
市
）
／
【
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

活
用
】　

日
（
大
垣
市
）
／
【
ホ
ー

１６

ム
ペ
ー
ジ
作
成
】　

・　

日
（
土
岐

１８

２６

市
）

〈
六
月
十
五
日
〜
三
十
日
〉

　

日　

�
岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
通

１７
常
総
会
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
岐
阜
ホ

テ
ル
）

　
 
日　

第
五
回
政
策

２２
総
点
検
県
民
委
員

会
産
業
経
済
分
科

会
（
県
議
会
棟
）

　

日　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

２３
代
表
者
会
議 （
桑
名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）

　

官
公
需
適
格
組
合
審
査
諮
問
委
員

会
（
中
部
経
済
産
業
局
）

　

日　

第
六
回
政
策
総
点
検
県
民
委

３０

員
会
産
業
経
済
分
科
会
（
県
議
会

棟
）

〈
七
月
一
日
〜
十
五
日
〉

５
日　

岐
阜
県
最
低
賃
金
専
門
部
会

 （
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

第
七
回
政
策

１３
総
点
検
県
民
委
員

会
産
業
経
済
分
科

会
（
県
議
会
棟
）

　
　

岐
阜
県
産
業
教
育
振
興
会
総
会

（
県
庁
大
会
議
室
）

　

日　

岐
阜
県
国
土
利
用
計
画
審
議

１４
会
（
県
議
会
棟
）

開催場所開催日時
下呂総合庁舎　５－１会議室 （下呂市）１０：００～１２：００ 平成１７年

８月２３日 （火） 飛騨総合庁舎　分１－２会議室 （高山市）１４：００～１６：００
古川町総合会館　３階研修室 （飛騨市）１０：００～１２：００８月２４日 （水）
東濃西部総合庁舎　大会議室 （多治見市）１０：００～１２：００

８月３０日 （火）
恵那総合庁舎　南棟会議室 （恵那市）１４：００～１６：００
可茂総合庁舎　５の３会議室 （美濃加茂市）１４：００～１６：００９月１日 （木）
中濃総合庁舎　５南会議室 （美濃市）１０：００～１２：００

９月６日 （火）
郡上総合庁舎　大会議室 （郡上市）１４：００～１６：００
揖斐総合庁舎　大会議室 （揖斐川町）１０：００～１２：００

９月８日 （木）
西濃総合庁舎　２－１会議室 （大垣市）１４：００～１６：００
岐阜総合庁舎　３西３会議室 （岐阜市）１４：００～１６：００９月１３日 （火）

異
業
種
推
進
協
議
会
が
理
事
会
を
開
催大久保会長が議長を務め議案審議

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。


